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スマートタップネットワークによる  
消費電力見える化システム  

 

加藤丈和†	 	 松山隆司†† 
 
本稿では，家電の状態や電力を計測する「スマートタップ」とホームサーバから
構成する「スマートタップネットワーク」を用いた家電の電力見える化シス 
テムと，見える化システムを実装したスマートマンションルームにおけるエコ生
活実証実験について述べる．本システムでは，家庭内の全ての家電や照明の消費
電力を個別に計測し，リビングのテレビとゲーム機を用いたインターフェースに
よって居住者にリアルタイムに提示することで，消費電力を見える化し節電を促
すことができる．また，各スマートタップは家電認識機能を実装し，あらかじめ
家電を接続する場所を固定しなくても，どこでどの家電を利用したかを自動で判
別し，家電ごとの電力使用量を計測することができる． 
提案する見える化システムをマンションの一室に実装し，実際に生活して本シス
テムの効果を実証した． 

 

Electrical Power Visualization System based on 
Smart Tap Network 

 
 

Takekazu Kato†	 and Takashi Matsuyama††	 	  
 
This paper describes electorical power visualization system based on smart tap network. 
The smart tap network is an electrical power sensing and control network constructed by 
from Smart Taps (intelligent outlet with voltage/current sensor, signal processor and 
wireless communication ). Our system monitor the power consumption for all appliances 
in a home and promotes saving electricity for the user. The function of appliances 
recognition is implemented on the smart-taps. We introduce the smart-tap netowrk and 
visualization system to the apartment room and eveluate effectiveness of our system by 
real-life experiments. 

 

1. はじめに   

 従来，電力ネットワークは大型発電所で生成した電力を工場・オフィス・家庭

へと配送する，集中制御・一方向のトップダウン型のネットワークであったが，近年

地球温暖化防止などの政策によって太陽光発電や風力発電などの分散電源が導入され，

急速に分散化・双方向化，個人化が進められている．しかし，これらの分散電源は広

く地域に偏在し，発電量が天候などの条件に左右されるため，従来のトップダウン型

の制御技術で安定かつ効率的に電力を供給することは難しい．一方で，家庭やオフィ

スで使用される電力は増加の一途をたどり，また電気自動車の導入によって，新しい

パターンの電力需要の増加が見込まれ，電力需給のバランスをコントロールし安定か

つ効率的に利用するための新しいエネルギーインフラ技術が望まれている． 
	 このような問題に対して，我々の研究グループでは，情報通信ネットワークと電力

ネットワークの統合により，家庭・オフィス，さらには近隣コミュニティに配置され

る多様な分散型エネルギー生成・蓄積装置を効率的に管理運用するため新たなエネル

ギーマネージメント方式として，「エネルギーの情報化 1)」というコンセプトを提案
し，研究開発を行っている． 
	 エネルギーの情報化は，従来のトップダウン型の電力制御方式に対して，家庭•

オフィスから近隣コミュニティへといった，需要家サイドから個々の家•オフィスの生

活パターンに合わせた電力制御を行うボトムアップ型の電力マネージメント技術によ

り，分散電源を含む電力の需給バランスをとりつつトータルの電力消費量の削減を目

指している． 
	 エネルギーの情報化の基盤技術として，個々の家電や分散電源の状態を把握し，

かつ，電力コントロールを行う「スマートタップ」とそれらの協調技術としての「ス

マートタップネットワーク」の研究開発を行っている．スマートタップネットワーク

では，単に個々の家電の消費電力の見える化や分散電源・蓄電装置の遠隔制御を行う

のではなく，電力フローそのものの推定•制御や居住者の生活パターンの学習•認識技

術により，太陽電池や蓄電池など異なった電源ごとに供給先を指定し電力フローを制

御する電力の由来別制御，さらに電力需要と電力供給の適応的な調停を行うオンデマ

ンド型電力ネットワークシステムなど，新しい電力マネージメントシステムの実現を

目指している． 
本稿では，「エネルギーの情報化」の第一ステップとして，スマートタップネット

ワークによる電力エネルギーの見える化システムについて述べる． 
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